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健康増進部会報告 

部会長 田辺 新一(早稲田大学 教授) 

 

 

1.健康維持増進住宅の考え方・部会概要 

 少子・高齢化社会、人口・世帯縮減社会の到来、環境制約の一層の高まり、国民居住ニーズの

多様化・高度化などの課題に対応して、国民が真に豊かさを実感できる社会を実現するためには、

国民一人ひとりが生涯にわたり元気で活動的に生活できる社会が求められている。また、高齢化

の急速な進展に加え、生活習慣病の増大など我が国の疾病構造の変化により、医療費の増大が大

きな社会問題となっており、現在の状況が続くと医療保険制度の破綻を招くとの懸念もある。平

成 19 年 6 月 1 日に閣議決定された政府の長期戦略指針「イノベーション 25」においても、中期

的に取り組むべき社会システムの改革の一つとして「生涯健康な社会形成」が位置づけられてい

る。人間は、人生の大半を住宅で過ごすことから、その生活基盤である住宅には、家族と暮らし、

人を育て、憩い、安らぐことのできる空間であることに加えて、より健康を増進させるようなア

メニティの高い環境を保持している必要がある。個々の人間を大切にして、生涯を健康に暮らし

通せる社会の実現、及びそれを支える日常生活の場として｢健康維持増進住宅｣が位置づけられる。 

 

 健康維持増進の考え方として、健康影響低減と福利・厚生増進の 2 つの側面に着目する。前者 

は、疾病や病弱でない状態を維持するために、健康被害や疾病のリスクを低減すること、すなわ

ち「健康影響低減」と捉えることができる。また後者は肉体的・精神的・社会的に完全に良好な

状態に向けて、個人や社会のクオリティ・オブ・ライフの向上や個人生活／社会生活の活性化を

推進すること、すなわち「福利・厚生増進」と捉えることができる。健康維持増進住宅の開発に

向けては、「健康影響低減」と「福利・厚生増進」の双方の観点から、新たな住環境やコミュニテ

ィのあり方を総合的に研究することが求められる。 

 

 既往の調査研究において、「健康影響低減」の側面からは、シックハウス対策等が行われてきた 

ことから、学術的な知見の蓄積が豊富である。一方、「福利・厚生増進」の側面においては、民間 

企業において個々に研究は行われていたが、科学的な知見に基づき統一的に評価された技術は少 

ない。 

 そこで、健康増進部会においては、福利・厚生増進という側面に関して、その概念を整理する 

とともに、現状を明らかにし、今後必要とされる技術開発及び評価指標について整理する。検討 

に際しては、福利・厚生増進のための手法が環境負荷を増大させないことを大前提とし、自然エ 

ネルギーの活用など自然環境との調和を念頭に置く。 

  

 健康増進部会では、このような背景から、今年度は、専門家によるレクチャー、健康増進住宅

技術の整理・健康に関するキーワード抽出のためのアンケート調査、PukiWiki エンジンを用いた

健康増進住宅技術のデータベース化を進めている。 
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2. 研究内容 

 健康増進部会では、今年度以下のような内容で活動を行っている。 

 

2-1. 専門家によるレクチャー 

 関連研究分野について、これまで以下のような専門家によるレクチャーを受け、最新の研究情

報、知見の蓄積を行っている。 

 

(1)「入浴研究についてのご紹介」：東京ガス都市生活研究所・興梠真紀氏（2008 年 5 月 12 日） 

東京ガス都市生活研究所・興梠真紀氏から、1990 年から 3 年ごとに行っている入浴に関する調

査のうち、2005 年の結果について紹介があった。長時間ぬるめの入浴がリラックスでき、体によ

い。半身浴も効果がある。入浴しながら風呂掃除、ストレッチを行っている。また、新築の 30%

が浴室にテレビを導入している。入浴時間は一般的には 20 分であり、中には 1 時間の人もいる。

浴槽をまたぐのが嫌いな人もいる。ミストサウナのメリットは湯に入らなくても暖まることであ

る。ミスト経は 3 ミクロン以下の微粒子であり、介護者が洋服を着たまま作業が可能である。 

 

(2)「サステイナブルデザインラボラトリーの取り組み」：積水ハウス・木村文雄氏（6 月 12 日）  

 積水ハウス・木村文雄氏より、同社サステイナブルデザインラボラトリー（ＳＤラボ）の取り

組みについてレクチャーがあった。ＳＤラボのコンセプト及びＳＤラボに用いられている研究要

素として、通気計画、木造塀、自立応答型白濁ガラス、地熱利用、可動風呂、可動式家具、天井

ふく射冷房システム、障子、IH+ガスコンロ、ペレットストーブ、地下水利用、珪藻土による調湿、

生体センサー、IT 技術などについての紹介があった。 

 

(3) 「健康と女性の肌と住環境」：（株）エフシージー総合研究所・菅沼薫氏（2008 年 7 月 10
日） 
 （株）エフシージー総合研究所・菅沼 薫氏より、健康と女性の肌と住環境に関するレクチ

ャーがあった。 エフシージー総合研究所の紹介、肌構造と機能、肌トラブルとスキンケア、

スキンケアと化粧品、肌と住環境、女性が肌にこだわる理由などの点から解説があった。 
 

(4)「消費者の住宅/設備に関する意識とトレンド」：（株）リクルート住宅カンパニー・阿曽香

氏 （2008 年 8 月 7 日） 
 （株）リクルート住宅カンパニー・阿曽香氏より、消費者の住宅/設備に関する意識とトレ

ンド関するレクチャーがあった。住宅購入者の意識調査、住宅・設備に対するこだわり、購

入決定者、住宅のトレンドなどに関する調査結果の報告が行われた。 
 

(5)「木づかいを考える」：東京大学・安藤直人教授 (2008 年 9 月 29 日) 
 東京大学 安藤直人教授より、東京大学弥生講堂アネックスに関するレクチャーがあった。

木材は、形態により Tree、Timber、Wood の 3 つに区分される。農学部では、木を使う（木
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を知る、使う、活かす）をモットーとし、建築材料への転換、木質構造の推進を行っている。 
東京大学弥生講堂アネックス（2008 年 3 月竣工）は、エンゼル研究棟とセイホクギャラリー

に分かれている。エンゼル研究棟は、1F が講義室、2F は演習室（社会人大学院生の居室）と

なっている。アネックス内のインテリアとしては、杉や LVL の家具、桧をチップ化して固め

たものを使用している。東京大学弥生講堂アネックスの見学を行った。 
 

2-2. 健康増進住宅技術の整理・健康に関するキーワード抽出のためのアンケート調査 

 科学的にエビデンスがある健康増進住宅技術の整理、健康に関するキーワード抽出のため、住

宅・健康に関する仮説（例：｢XXXXXX は、健康によいか？｣）を収集している。図 1 にアンケー

ト調査の一部を示す。 

 これまでに、大学生、住宅・建築業界企業従事者などを対象として、2000 を超える仮説を収集

した。現在、収集した仮説のデータマイニングを実施し、「健康増進住宅」「健康」に対して持っ

ているイメージやキーワードの抽出、ライフスタイル・世代・地域の違いによる「健康増進住宅」

への意識の違いなどについて検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. アンケート調査（一部） 

 

2-3. PukiWiki エンジンを用いた健康増進住宅技術のデータベース化 

 2-2 で示したアンケート収集した仮説は、PukiWiki エンジンを用いてデータベース化し、科学的

にエビデンスがある技術を整理している。エビデンスのレベルにより信頼度マークを付ける。科

学的に証明されていない事項に関してもその現状を報告する。 

 PukiWiki エンジンを用いて Web 上でデータベース化をすることにより、用語や関連分野、科学

的エビデンスとなる論文などへのリンクが容易にできるため、集めた知識・知見が広範囲にわた

りつながっていくデータベースの構築が可能になるというメリットがある。また、更新も容易に

行うことが出来る。 

 現在、試験的に http://www.tanabe.arch.waseda.ac.jp/health/ にて運営を行っている。公開中のペー

ジの一部を図 2 に示す。 

 

 また、収集した仮説の中には、「○○すると健康が増進する」というタイプの物と「××をやめる

と健康になる」タイプの物が存在する（両者を組み合わせたタイプの物もある）。「××をやめると

健康になる」タイプの物については、健康影響低減部会（吉野部会長）と連携しながらデータベ

 住宅に関わることで、健康を維持・増進すること（物・行為）に関する仮説を示して下さい。 

「○○すると健康によいのでは？」「○○をつかうと元気になれるのでは？」という仮説（疑問形）を

10 個作成してください。科学的に正しいことが証明されているものだけでなく、噂やクチコミ、何

でも結構です。自由な発想でお答え下さい。 

例）「木の家は体によいのか？」「半身浴はストレスを軽減するか？」「高い化粧品を選ぶと美顔でい

られるのか？」「トイレを暖房すると健康によいか？」・・・など。 
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ース化を進める予定である。 

 

 

図 2. 公開中のページの一部 

 

 

3. 今後の活動と期待される結果 

 今後も継続してアンケート調査を実施し、仮説を収集する。収集した仮説をデータマイニング

することで、「健康」「住宅」に関するキーワードの抽出を行う。また、健康増進住宅に関する技

術のエビデンスを調査し、データベース化を進める。健康影響低減部会（吉野部会長）との連携

を行うことで、さらに多岐にわたる専門家から科学的エビデンスを得ることができる。専門家に

よるレクチャーもすすめ、最新の研究動向に関する知見を得る。
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●部会委員名簿（部会長、委員等） 

部会長    田辺 新一（早稲田大学 教授）  

部会幹事   秋元 孝之（芝浦工業大学 教授） 

委員     村上 周三（独立行政法人 建築研究所 理事長） 

委員     坊垣 和明（武蔵工業大学 教授） 

委員     岩田 利枝（東海大学 教授） 

委員     岩前 篤（近畿大学 准教授） 

委員     大塚 雅之（関東学院大学 教授） 

委員     岸 玲子（北海道大学大学院 教授） 

委員     坂部 貢（北里大学 教授） 

委員     信田 聡（東京大学大学院 准教授） 

委員     高口 洋人（早稲田大学 准教授） 

委員     水石 仁（㈱野村総合研究所） 

委員     田島 昌樹（国土交通省 国土技術政策研究所 研究官） 

委員     堤  仁美（早稲田大学 客員講師） 

専門委員   渡邊 進介（早稲田大学 助手） 

委員     草刈 和俊（電気事業連合会） 

委員     福田 克伸（(社)住宅生産団体連合会） 

委員     藤田 清臣（(社)日本建材・住宅設備産業協会） 

委員     三浦 正嗣（(社)リビングアメニティ協会） 

委員     山本 洋史（(社)日本ガス協会） 

オブザーバー 佐奈田 三郎（(社)住宅生産団体連合会） 

オブザーバー 林 哲也（(社)住宅生産団体連合会） 

オブザーバー  柴田 数年（(社)住宅生産団体連合会） 

オブザーバー 山岸 秀之（(社)住宅生産団体連合会） 

オブザーバー 関 弘典（(社)住宅生産団体連合会） 

オブザーバー 米田 誠（(社)住宅生産団体連合会） 

オブザーバー 藤村 孝夫（(社)住宅生産団体連合会） 

オブザーバー 大野 年司（(社)住宅生産団体連合会） 

オブザーバー 辻 裕伸（電気事業連合会） 

オブザーバー 森本 勝也（電気事業連合会） 

オブザーバー 飯田 隆史（(社)日本ガス協会） 

オブザーバー 平岡 哲也（(社)日本ガス協会） 

オブザーバー 奈良 義幸（(社)リビングアメニティ協会） 

オブザーバー 碓氷 宏明（(社) リビングアメニティ協会） 

オブザーバー 青江 多恵子（(社) リビングアメニティ協会） 


